




邪心のない穏やかな年をすごして年頭に一年への期待を込めた文字を大書する

「新春夢の書」が１日未明、兵庫県姫路市書写、書写山円教寺の摩尼殿（まにでん）であった。

大樹孝啓（おおきこうけい）住職（９２）が約１・６メートル四方の屏風（びょうぶ）に

「誠」と書き、「邪心のない穏やかな年をすごして」と呼び掛けた。

　２００９年に市民有志が始め、２年後から同寺主催で続く。

　文字は毎年、大樹住職が選定。戦後７０年の２年前は「節」を、昨年は

「周囲から敬われる人が増えるように」と「徳」を選んだ。

　今年は、元日へと日付が変わると同時に大樹住職が屏風の前へ。読経が響き、

参拝者約２５０人が見守る中、筆で一気に書き上げ、「他人を大事に思う心の在り方を

示す字」と込めた思いを話した。

誠


